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プロジェクト・マネジメント学会中国支部
のみなさま
こんにちは !

みなさんとお話するのを
楽しみにして来ました。
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わたくしを「としちゃん」と呼んでください。
2021年に開学した叡啓大学の学生からも

そう呼んでもらっています。 3

世界銀行のラ米カリブ版、米州開発銀行(IDB)の日本ほか5か国代表理事時代のスナップ
(写真出所) ワシントンDC IDBにて、2019年12月筆者撮影



いま熱中していること: 
社会システムデザインを学ぶ日本初の大学立上げ
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実践力

• 実社会のリアル
な課題に挑む
日本最大規模の
課題解決演習

• 体験・実践プロ
グラム

国際教養力

• リベラルアーツ

• デジタルスキル

• システム思考
デザイン思考

• 実践英語

グローカル

• 広島の街全体が
キャンパス

• 徒歩0分の
国際学生寮

• 国際学生と集う
キャンパス

社会を
変える

社会を
生き抜く

社会を
つなぐ

社会を前向きに変える人財(チェンジメーカー)を育てる
「22世紀型大学」: 

全科目能動学習、同一科目日英両語開講、広島から
グローバルに開けた広島県立の大学(2021年4月開学)

大学ロゴ出所: 叡啓大学ウェブサイト, https://www.eikei.ac.jp  写真出所: 2020年9月2日筆者撮影



ちょっとだけ、
自己紹介させてください。
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実践: 2010年から5年間でのべ4千人超と
社会を前向きに変えるためのワークショップ(チーム演習)

6ワークショップを通じて、会社横断的・地域での作新(イノベーション)の方法論を共有

2014年6月 岡山県総社市にて

2013年8月福島県立福島高校・安積高校の学生たちと2013年10月信州大学にて

2014年2月 大阪市立デザイン研究所にて



逆風の中「二枚の名刺」を持ち続けて
平日昼間:国家公務員(35年)
夜間と週末: 研究者(13年)
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保井：「人は1枚目の名刺のポジ

ションで主張することに慣れてい
るので、自由に話のできるフラッ
トな場であっても、肩書きを背
負ったような発言をしてしまうもの
です。でもそれでは全く問題解決
になりません。肩書きや立場と
いった枷が外れた途端に1＋1＝
3になるような、集合知の新しい
世界が出現します」(保井2017)

(写真及びインタビュー出所) NPO法人 二枚目の名刺『二枚目の名刺webマガジン 保井俊之インタビュー 』
https://magazine.nimaime.or.jp/yasuitoshiyuki_1/



「二度目の人生」 への転機: 
わたしの人生は2001年9月11日に一度終わった

せっかくいただいた「ギフトの二度目の人生」なのだから、出世やお
カネにならなくとも、社会を前向きに変えるための対話を進めて、み
なが幸せになる研究と実践をしたいと心から思った。

せっかくいただいた「ギフトの二度目の人生」なのだから、出世やお
カネにならなくとも、社会を前向きに変えるための対話を進めて、み
なが幸せになる研究と実践をしたいと心から思った。 8

(写真出所)ウィキペディアhttp://commons.wikimedia.org/wiki/File:WTC-Fireman_requests_10_more_colleagesa.jpg

崩壊したニューヨークのワールドトレートセンターで増援を求めるニューヨーク消防局の消防士

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/0a/WTC-Fireman_requests_10_more_colleagesa.jpg
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ソーシャルシステムデザイン
=社会で問いを設定し、

解答を自ら探求するための方法論

わたくしの研究テーマ



ソーシャルシステムデザイン: 
社会×つながり×夢の実行図

=行動する科学
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「木を見て森も見る」思考 「前向きに社会を変える」思考 「生活スタイルを一変する
新しい価値」



モチベーションを上げて
プロジェクトを進めたいですか?

11



モチベーションを上げる12の理論
(鹿毛雅治 2012)

• 「好きこそものの上手なれ」(内発的動機づけ)

• 「夢や目標をもって生きる」(自己決定理論)

• 「快刺激を求め、不快刺激を避ける」(接近・回避動機づけ)

• 「努力は自分のためならず」(他者志向的動機)

• 「無意識に動機づける」(自動動機)

• 「集中し没入する」(フロー理論)

• 「課題達成に向けて努力する」(達成目標理論)

• 「有能感を持ち楽観主義で行く」(自己認知)

• 「自分の学習に積極的に関与する」(自己制御学習)

• 「無気力に慣れない」(学習性無力感)

• 「自分や周囲の人のやる気に働きかける」(パーソナルセオリー)
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ひとつでも実現できれば、プロジェクトでモチベーションなんて簡単
に上がる。しかし実際は…。
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関与するプロジェクトがこんな仕事ばかりだったら、
モチベーションは上がりますか? でも、実際は…

ブルシット・ジョブ
(Graeber 2018)

• ブルシット・ジョブ: 仕事にあたる本人が、無意味で有害でもあると
考える業務から構成された仕事。就業している本人が存在しない
ほうがましと感じている仕事(Graeber 邦訳書2020:23)

• ブルシット・ジョブの5類型(Graeber 邦訳書2020:50-59)

• 取り巻き(flunkies):だれかを偉そうにみせたり、偉そうな気分を
味わわせたりするためだけに存在している仕事

• 脅し屋(goons):雇用主のために他人を脅したり欺いたりする要
素を持ち、そのことに意味が感じられない仕事

• 尻ぬぐい(duct tapers):組織のなかの存在してはならない欠陥
を取り繕うためだけに存在している仕事

• 書類穴埋め人(box tickers):組織が実際にはやっていないことを、
やっていると主張するために存在している仕事

• タスクマスター(taskmasters):他人に仕事を割り当てるためだけ
に存在し、ブルシット・ジョブを作り出す仕事
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ヒント: PMBOK®ガイド第7版はサーバントリーダーシップを強調
(Project Management Institute 2021) 

• 2021年7月に改訂、第7版に

• 大幅に内容改訂

• アウトプットのデリバリーから価値のデリバ
リー重視へ

• 細かいプロセスベース(e.g. ウォーター
フォールモデル)から、プリンシプル(原則)
ベースへ

• アジャイルにデリバリーする価値を探求

• 12の「プロジェクトマネジメントの原則」を巻頭に
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(写真出所)2021年10月13日筆者が書影撮影

スチュワードシップ、チーム、ステークホルダー、価値、システム思
考、リーダーシップ、テーラリング、品質、複雑性、リスク、順応性と
柔軟性(レジリエンシ―),変化(チェンジ)



PMBOK®ガイド第7版の注目点
(Project Management Institute 2021) 

18

スチュワードシップ、チーム、ステークホルダー、価値、システム思
考、リーダーシップ、テーラリング、品質、複雑性、リスク、順応性と
柔軟性(レジリエンシ―),変化(チェンジ)

12の「プロジェクトマネジメントの原則」

プロジェクトチーム独自
の文化を打ち立てる。

(Project Management Institute 2021:28-29) 

サーバント・リーダーシップの
強調

(Project Management Institute 2021:17) 

高いパフォーマンスのプロジェクトチームの要素

オープンなコミュニケーション、共通理解、共有責任、信頼、協力、
適応性、レジリエンス、エンパワメント、認めること

(Project Management Institute 2021:22) 



サーバント・リーダーシップが
プロマネに求められている
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奉仕するリーダーシップ(Servant Leadership)
(Greenleaf 2002): 

チームのみなを力づけ(エンパワメント)、やる気と仕事満足
度(エンゲージメント)向上をやり抜くリーダーシップ

サーバント・リーターシップ
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すべてのプロジェクトに
働き甲斐と幸せを ! 
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プロジェクトのモチベーションに関する
最近の潮流

•部下のやる気と仕事満足度向上の実現
•仕事における幸せの実現と、部下個人の
自己実現・成長が強い関係性を持つことに
関心

•三つのキーワード
•主観的ウェルビーイング(subjective well-

being)
•心のレジリエンス(resilience)
•ワーク・エンゲージメンと(work engagement)
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ポジティブ心理学の台頭:
「普通の人がより幸せになる」追求の心理学

• ペンシルバニア大学のマーチン・セ
リグマン教授(元・全米心理学会会
長)らが始祖

• 心の病理への対応がこれまで
主だった心理学の伝統を、普通
の人がより幸せになるための心
理学へと進化

• 行動科学の研究成果も大きくと
り入れる

• 積極的により幸せになるための
日常生活での実践を志向

• ポジティブ心理学の主要テーマ
(Seligman and Csikszentmihalyi 2000, 
Masten 2001)

• 主観的ウェルビーイングの向上

• 心のレジリエンスの獲得
Seligman, M.E.P. (2011) Flourish: A Visionary New Understanding of 
Happiness and Well-Being, New York: Free Pressの書影 (邦題: ポジティブ

心理学の挑戦)
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主観的ウェルビーイング
≒個人の心の幸せ

• 人々の自分の人生についての認知的及び心理
的な評価(Diener 2000)

• 人々が自らの人生及び経験に対する心理的反
応について行う, 肯定的または否定的な評価す
べてを含む, 良好な心の状態(OECD 2013)
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<世界保健機関(WHO)憲章 前文(1946)>

「健康とは、病気でないとか、弱っていないという
ことではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社
会的にも、すべてが満たされた状態(well-being)
にあることをいいます。」



心のレジリエンス
≒心のストレス耐性

(American Psychological Association 2015)

• 家族や友人関係、重い健康問題、職場の問題、金銭
的問題のような、逆境、トラウマ、悲劇、脅威または
ストレスの大きな原因に直面したときに、それらによ
く適応するプロセス。

• 困難な経験から跳ね返る(bouncing back)ことを意味。

• レジリエンスは人の生まれ持った特性ではなく、誰で
も後から学びそして開発できる、ふるまい、思考及び
行動。

25



ポジティブ心理学が世に出るきっかけ

• 主観的ウェルビーイングとレジリエンスが職場での成
功や人生の満足度を決める鍵となる(Revich et al. 
2002)

• ポジティブ心理学が有名になるきっかけ: 米国でイ
ラク・アフガニスタン帰還将兵と家族のメンタル問
題へ対応

• 2008年11月から、Positive Psychology Center 
(PPC) at the University of Pennsylvaniaが米陸軍
と協働

• 帰還将兵とその家族等対象のComprehensive 
Soldier Fitness (CSF)と呼ばれる 110万人のレジ
リエンスプログラムを開始 (Cornum, Matthews, 
and Seligman, 2011:4) 
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主観的ウェルビーイングの向上へ:
国家を挙げて取り組む時代

• オーストラリア政府: The National Safe Schools Frameworkの下
で子供たちのウェルビーイング向上を推進
• 例: 児童・学生を対象とする”MindMatters” Program (2000-)

及び”Bounce Back!” Program (2003-)  

• ニュージーランド政府:2019年に世界で初めて、国民のウェル
ビーイングを体系立てて勘案し予算を組む「ウェルビーイング
予算」を編成

• スコットランド政府: 2007年に開始した「国家パフォーマンス枠
組み」を2018年に大幅に拡充し、多くの主観的ウェルビーイン
グ関連指標を枠組みに盛り込む

• OECD: 2018年に公表した「2030年に向けた学習枠組み」で、教
育の価値をウェルビーイングに置き、この枠組みの達成のため
の教育制度改革を加盟各国に求める(OECD 2018)

• 日本政府: 政府の各種の基本計画等について、Well-being に
関するＫＰＩを設定する(内閣府 2021)
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SDGs「人間らしい仕事」(decent work): 職場
におけるウェルビーイングの向上を目標に

• 国連の持続可能な開発目標(SDGs): 2015年の国連総会で合意
• 目標3「すべての人に健康と福祉(well-being)を」: すべての人

の健康的な生活を確保し、福祉(ウェルビーイング)を推進
• 目標8「経済成長も働きがいも」: 働きがいのある人間らしい仕

事(ディーセント・ワーク）の推進

(写真出所)https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
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働きがいに対する関心の大きな高まり

• われわれの社会的生活の多くの部分は職
場でなされる。

• 仕事にやりがいを感じ、職場に満足しており、
職場のストレスに対してレジリエントであり、
職場での主観的ウェルビーイングが高いけ
れば、

• 人生における幸福をかなりの程度、決定づ
けられる。
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個人の心の幸せ、測れます

• 主観的ウェルビーイングを測る主な定量指標

• 人生満足尺度(Satisfaction With Life Scale: SWLS; 
Diener et al. 1985)

• 主観的幸福尺度 (Subjective Happiness Scale: SHS; 
日本版: 島井ら 2004)

• 前野幸福四因子 (前野 2013)

• ポジティブ・ネガティブ感情尺度(Positive and 
Negative Affect Schedule：PANAS;日本版: 佐藤・安
田 2001)
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いずれもリッカート尺度等によるアンケート調査を用いた
国際的に確立した定量指標



日本は諸外国に比べて数値が低く、先進諸国では韓国、フランス
に次いで低い (OECD 2009)

「働き甲斐」の国際的定量指標
「ワーク・エンゲージメント」

(Schaufeli 2002)

職場における主観的ウェルビーイングは、ワーク・エンゲージメントを
向上し、燃え尽き(burn-out)を防ぐ

没頭

熱意
活力
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[ワーク・エンゲージメントの定義] 仕事に対するポジティブで充実した心理状態。

活力、熱意及び没頭から構成される、仕事に対する職場での持続的かつ全般的
な感情及び認知。



グーグルのプロジェクト・アリストテレス(Google 2016, クジバチ2018)
・有効なチームの特性

1. チームの心理的安全性が高い
2. チームへの信頼性が高い
3. チームの構造が明瞭
4. 仕事に意味がある
5. 仕事にインパクトがある

心理的安全性と仕事の業績の相関
(Psychological Safety)

• チームが、対人間でリスクをとっても安全であるとの信念の共有
(Edmondson 1999)

• 心理的安全性は、チームの学習志向と相関する。

• チームの心理的安全性とチームの業績を学習志向がつなげる。
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チームのメンバー
がリスクをとり、他
のメンバーの前で
弱みを見せても、
安全と感じること
(Google 2016)



勤労者個人の心理的安全性
(Edmondson and Lei 2014)
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リーダーとして
のふるまい

声を出すことに
ついての

暗黙の「お作法」

行動志向の
ふるまい

心理的安全性

信頼

声に出すこと, 
仕事への満足度

(エンゲージメント),
知識の共有

創造性

信任

(図出所) Edmondson and Lei 2014:26, Figure 1を筆者が一部加筆

心理的に安全な勤労者は仕事に満足している(engaged)
勤労者である(Edmondson 2019: 41-42)



優れた上司は、部下に
心理的安全性を感じさせる

• 優れた上司は部下のことを知る集中的な努力をし、
部下に何を話しても安心と感じさせる(Gallup 2019)

• どんな質問でも上司に聞ける: 「強く同意する」(a)
部下は、ただ「同意する」(d)部下に比べて、二倍
仕事に満足(engagement; a:54%>b:24%)

• 仕事以外の話題も上司に話せる: 「強く同意す
る」(a)部下は、ただ「同意する」(b)部下に比べて、
二倍仕事に満足(engagement; a:55%>b:28%) 
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幸せと働き甲斐と業績は三位一体

• 職場における幸せは質の高い従業員が辞めて
いくのを防ぎ、モチベーションを上げる。 (Fisher 
2010)

• 幸せな従業員はそうでない従業員に比べて
27%働きぶりが良く、53%出世の機会が多い。
(Spreitzer and Porath 2012)

• 幸せな従業員はそうでない従業員に比べて、
16%仕事のパフォーマンスが良く、燃え尽き症
候群に陥ることが125%少なく、32％組織により
コミットしており、46％仕事に満足している。
(Spreitzer and Porath 2016)

• 幸せな人は創造的であり、そうでない人に比べ
て12％より生産的である。(Seppälä 2017)
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幸せな従業員は創造的で生産的で、企業
の成長と好業績をもたらす

⚫主観的ウェルビーイング

⚫ワーク・エンゲージメント

⚫仕事のパフォーマンス

この三者には、強い相関関係がある(Matthews 
et al. 2014, Joo & Lee 2016)
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しかし日本の職場の幸せは…

• 労働と幸福度に関する日米比較パネル調査(佐
野・大竹 2007)

• 就業形態及び職業別ともに、米国の労働者の
幸福度に対して、日本の労働者の幸福度は押
しなべて低い。

• とりわけ日本の中小・中堅企業の従業員の幸
福度は、米国の同規模の企業の従業員の幸福
度に比べて際立って低い。

• 日本では男性がより不幸であり、年齢と幸福度
はU字型の推移をたどる。高学歴者、管理職及
び専門職の幸福度がより高い。
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日本人の心の不調による経済損失は
2兆円を超える

(金子能宏・佐藤格 2010)

自殺うつによる社会損失のマクロ推計(2009): 2兆6,782億円

38

試算項目 金額

自殺がゼロになることによる稼働所得の増加 1兆9028億円

うつ病による自殺と休業がなくなることによる労災補償給付（労
災年金を含む）の減少 456億円

うつ病による休業がなくなることによる賃金所得の増加 1094億円

うつ病がきっかけとなって失業することがなくなることによる求職
者給付の減少

187億円

うつ病がきっかけとなって生活保護を受給することがなくなること
による給付の減少

3046億円

うつ病がなくなることによる医療費の減少(国民医療費ベース) 2971億円

合計 2兆6,782億円



この5年間: 日本企業は雪崩を打って
メンタルメルス対策づくりへ

39

(出所)厚生労働省: 職場におけるメンタルヘルス対策・過重労働対策・心身両面にわたる健康づくり（THP）ウェブサイト
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/, 最終アクセス2015年7月20日



ウェルビーイング中心デザインのすゝめ
(前野隆司ら 2021)

40(出所)Well-being Design Labのロゴは芝哲也氏制作

中国地方をそのハブの有力拠点に



ウェルビーイング中心デザインの実現に
テクノロジーの力を
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ウェルビーイング実現のためにテクノロジーを使う

• ヒューマン・コンピュータ・インタラ
クション(HCI, Dix et al. 2004): コン
ピュータ・テクノロジーが人間の仕
事と活動に影響する方法の研究

• 近年HCIからポジティブ・コンピュー
ティングが派生(Calvo & Peters 
2014, 渡邊淳司ら2020)

– 主観的ウェルビーイングをコン
ピュータの利用者に感じさせる
インタラクション

– 拡張現実(AR)・仮想現実(VR)
技術が主観的ウェルビーイン
グ向上のために使われるデザ
インとして台頭(Wired 2019)
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(書影出所)雑誌『ワイアード』Vol.34 「デジタ
ル・ウェルビーイング」2019年3月14日



ウェルビーイングを感知する
インターフェイスを設計する
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ウェルビーイング中心デザイン
の社会システム

使用者

使用

ウェルビーイングの感知

インターフェイス

(ウェルビーイングを高める
モノ・コト・マチ・チーム)

ウェルビーイング中心デザイン
のための社会装置(Social Device)

インターフェイス: システムにおける接続面のこと



ウェルビーイング中心デザインの
社会装置の定義

• 社会装置(social device)(Väänänen-Vainio-Mattila 
et al. 2013, Aaltonen et al, 2013): 人と人との間ま
たは人とテクノロジーとの間で場を共有したインタ
ラクション(co-located interactions)を促進する, 能
動型のコンテキスト感知装置(proactive context-
sensing devices)。

• ウェルビーイング中心デザインにおける社会シス
テム設計の社会装置: システムの使用者による
ウェルビーイング感知を促進する能動型のコンテ
キスト感知装置。
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ウェルビーイング中心デザインの
社会装置の概要

① システム使用者が装置を使用することで, ウェル
ビーイングを向上させる。

② その向上をウェルビーイング尺度またはその代
理変数を使い検知する。

③ 検知結果を使用者に認識させることで, 使用者
自身がウェルビーイング向上効果を検証・妥当
性確認できる。
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ウェルビーイング中心デザイン
による社会装置のプロトタイプの例: 

笑顔認識サイネージ「エミタメ」(株式会社電通国際情報サービス, 
クウジット株式会社 2012)

46

(写真出所: you tube動画「エミタメforチャリティ 」 https://www.youtube.com/watch?v=HAZxQlMxckU を筆者らが引用

笑いと主観的ウェルビーイングの間に相関がある(Hasan & 
Hasan 2009, Papousek 2018)ことに注目した

笑顔認識サイネージ「エミタメ」の社会実装実験

https://www.youtube.com/watch?v=HAZxQlMxckU


幸せで創造性あふれるプロジェクト
の四つの習慣

1. 毎日の終わりに、その日起こって
良かったことを認知する。

2. 心折れそうなときに、自分ができる
ことを思い出す。

3. つながり志向でいる。
4. 頻繁に自然と触れ合う機会を作る。
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幸せへの鍵: PERMAと前野幸福四因子

P: ポジティブ感情
(positive emotion)

E: ワーク・エンゲージメン
ト(engagement)

R: ポジティブな関係
(positive relations)

M: 生きる意義や目的
(meaning)

A: 自己実現
(accomplishment/achiev
ement)

1. 自己実現と成長

(「やってみよう」因子）

2. つながりと感謝

（「ありがとう」因子）

3. 前向きと楽観

（「なんとかなる」因子）

4. 独立とマイペース

（「あなたらしく」因子）

PERMA (Seligman2011) 前野幸福四因子 (前野 2013)
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主観的ウェルビーイング向上のワーク例:
「三つの良いこと(Three Good Things: TGT)」

（Seligman et al., 2005）
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• 毎晩寝る前に、今日起きた良いことを３つ挙げるととも
に、それがなぜ起きたかを書く。

• 日記に書くようにして、1週間続ける。
• ウェルビーイングの向上効果が認められた。



レジリエンス向上のワーク例: レジリエンス筋肉
(Grotberg 2001, Boniwell 2013, 秋山美紀 2015) 

• 例: わたしには、かけがいのない家族がいる。

I have (私には～がいる)

• 例: わたしは、健康で明るい。

I am (私は～だ)

• 例: わたしは、嫌なことは忘れることができる。

I can (私は～ができる)

• 例: わたしは、笑い声が好きだ。

I like (私は～が好きだ)
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従業員の幸せを重視する
企業顕彰の動きが近年活発に

•「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞

• 法政大学大学院元教授で現・千葉商科大学大学院
中小企業人本経営プログラム長の坂本光司教授ら
が、人を大切にする経営学会及びその前身団体時
代も含め、「人を幸せにする経営」を行っている企業
に2010年から顕彰活動ことを行っている。

• ホワイト企業大賞

• エンジニア出身で幸福学研究家の天外伺朗氏らが、
社員の幸せと働き甲斐及び社会への貢献を大切に
する企業をホワイト企業と定義し、2014年から顕彰
を行っている。
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従業員の幸せと
中小企業の売り上げの伸びの相関

• 商工中金未来デザイン室の分析: 同室が提供する
「会社の幸せ」サーベイに基づく幸せ指数が上位
の中小企業群は下位群と比べ、売上高の3年平
均が有意に高くなる傾向(商工中金2020)

• 中小企業の売上高の2年平均と従業員の主観的
ウェルビーイングは、国際的な幸福度尺度のいず
れとも強い正の相関を示す(Yasui et al. 2021)

• 日本の中小企業の80社従業員2千名超を対象
とする調査
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中小企業の売上高の2年平均と従業員の主観的
ウェルビーイングは強い正の相関を示す

(2019年; Yasui et al. 2021の図を筆者が和訳) 

2019年データ 経常利益率 売上高伸び率2年平均

人生満足尺度(SWLS) ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.351***
0.001

.280**
0.012

前野幸福4因子第一因子
(「やってみよう」因子)

ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.368***
0.001

.326***
0.003

前野幸福4因子第二因子
(「ありがとう」因子)

ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.345***
0.002

.272**
0.015

前野幸福4因子第三因子
(「何とかなる」因子) 

ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.452***
0.000

.449***
0.000

前野幸福4因子第四因子
(「あなたらしく」因子)

ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.264***
0.018

0.198*
0.081

主観的幸福尺度(SHS) ピアソンの相関係数
有意水準(両側検定)

-.220**
0.049

.238**
0.034

注: ***1% 有意, **5% 有意, *10% 有意, N=2,206  53



• 日本企業の多くの課題: 経営者と従業員の高齢化
に伴い、事業承継及び従業員の確保の課題

• 経営者と従業員がより幸せになれば、企業の寿命
も延びる

寿命: 幸せな人はそうでない人より
(Diener and Chan 2011)   

7.5年～10年長生き
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職場の幸せの7因子, 不幸の7因子
(パーソル総研・慶應義塾大学 前野隆司研究室 2021) 

幸せの7因子

• 自己成長

• リフレッシュ

• チームワーク

• 他者承認

• 他者貢献

• 自己裁量

• 役割認識

不幸の7因子

• 自己抑圧

• 理不尽

• 協働不全

• 不快空間

• 評価不満

• 疎外感

• オーバーワーク
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つながり=社会ネットワークは
主観的ウェルビーイングに相関

(Christakis 2010)

56
http://www.youtube.com/watch?v=2U-tOghblfE

Nicholas Christakis: The hidden influence of social networks TED X Presentation, May 10, 2010



先行研究: 人々がつながることが
主観的ウェルビーイングを向上させる

• 前野の幸福四因子(前野ら2013: 第二因子「つな
がりと感謝」

• 生き心地のよい街/自殺予防因子(岡壇2013): 第
五因子「ゆるやかにつながる」=主体的に地域にか
かわること(岡壇 2013:61-66)

• 社会関係資本(Patnum et al. 1993): ネットワーク、
社会的信頼、互酬性の規範

• 弱い絆 (Granovetter 1973, 玄田有志 2010): 「無縁
社会」(橘木2010)に落ちない命綱
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「つながる」ことの意味
(Christakis and Fowler 2009:305)

• つながることは幸せを呼ぶこと
• 「つながっているということは」「人ひとりが」
「大きな影響を他人に与えているというこ
と」

• 「善行をひとつ積む」「私たちを支えている
ネットワークそのものを支えるのに手を貸
すこと」
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クリスタキス教授「幸せとは伝染するもの」「幸せ
になりたかったら、幸せな人の隣に座りなさい」



頻繁な自然とのふれあいは, 
高い主観的ウェルビーイングと相関する

(松村 治 2014, White et al. 2017)
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ウェルビーイングが高い
中国地方のプロジェクトに

豊かな価値創造の可能性がある

60

自然, 地域愛着, 人のつながりの街と、しま・うみ・やま

多島海: 瀬戸内海, 日本海

幸



まとめ: 
「ウェルビーイング(心の幸せ)中心の

プロジェクトマネジメント」のすゝめ

プロジェクトのメンバー全員が主観的ウェルビーイ
ングを高め、チームメンバーみなとの人間関係の
つながりを強めていくことが、創造性、業績と働き
甲斐を同時追求していくために重要。
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